
10

「逆転の発想」が生んだ発見 秦野 秀明

3 月 21 日（月）発行の「東武よみうり」に筆者の調査結果が掲載されました。

↑ 出典①より引用
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調査内容は、昭和3 年（1928）測量の「2.5 万地形図」等の確認により、

「昭和 3 年（1928）以前に完成していた「上越幹線」という「送電線」のルー

トが、第二次世界大戦末期に建設された「越谷飛行場」の敷地内となり、「運行の

支障となるため」に、ルート変更（迂回）を余儀なくされた」

という仮説です。

調査を開始した当初の筆者の仮説は、越谷市内に3 ヶ所残された「送電線鉄塔」

の基礎の遺構群の役割を、「越谷飛行場」の建設に伴い設置された附属の「送電線

鉄塔」と仮定し、終戦後に「越谷飛行場」と共に遺構になったと推測していました

が、考察を進めていく中での「逆転の発想」により、既に完成していた「送電線」

のルート上にあった「送電線鉄塔」が、「越谷飛行場」の建設に伴い遺構となった

という現在の仮説に修正しました。

尚、越谷市内に3 ヶ所残された「送電線鉄塔」の基礎の遺構群自体は、土地の所

有者や地元の方々の間で、広く知られた存在でした（川上 博之様談）。

「送電線」のルート変更（迂回）の原因として仮定した「運行の支障となるため」

という推測は、管見の限り該当する史料が見当たりませんので筆者の仮説になりま

すが、かつて「上越幹線」という「送電線」のルートが、後に建設された「越谷飛

行場」の敷地内に存在し、ルート変更（迂回）が行われたことは紛れもない事実と

なります。

「東武よみうり」掲載時には、東京電力が運営する「電気の史料館（横浜市鶴見

区）」の学芸員による調査の回答が記事になりましたが、その後に筆者が独自に入

手した史料により、より詳細な事実が判明しましたので、以下に紹介致します。

① 大正8 年（1919）5 月

「東京電力」の前身である「東京電灯」は、信濃川水系で電源開発を行うために

「信越電力」を設立

② 大正11 年（1922）8 月

「上越幹線」の第1 期工事（信濃川 - 前橋間、亘長116km）の起工
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③ 同年（1922）12 月13 日

「上越幹線」の竣工（中津川第二発電所（1 万 8,000kW）の発生電力を 6 万

6,000V で送電）

④ 大正13 年（1924）1 月

「上越幹線」の第2 期工事（前橋 - 東京間、亘長107km）の施工許可を取得

⑤ 同年（1924）4 月 25 日

「上越幹線」の竣工（中津川第二発電所及び中津川第一発電所（3 万8,950kW）

（注 出典②：6 月30 日竣工）の発生電力を送電）

同日から、信濃川水系の水力発電所と東京の亀戸変電所との間が直接結ばれ、15

万4,000V に昇圧して使用開始。

※ この時使用された「上越幹線」の「送電線」のルートが、昭和3 年（1928）

測量の「2.5 万地形図」等に記載されました。

出典：

①佐々木 聡／東京電力株式会社編（2002）

『関東の電気事業と東京電力 電気事業の創始から東京電力50 年への軌跡』

東京電力株式会社 pp.235-236

②東京電灯株式会社編（1936）

『東京電灯株式会社開業五十年史』

東京電灯株式会社 年譜 pp.1-20

「NPO 法人越谷市郷土研究会」ホームページ

「越谷飛行場」と「送電線鉄塔」の基礎の遺構群 秦野 秀明

http://koshigayahistory.org/220209_kiso_ikohgun_h_h.pdf

中津川第一発電所（新潟県中魚沼郡津南町）

撮影：2022 年5月4日・秦野 秀明

中津川第二発電所（新潟県中魚沼郡津南町）

撮影：2022 年5月4日・秦野 秀明
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